
- 1 -

広島大学 

【NO65 広島大学】 

 
 

 

広島大学 理学分野 
 
学部等の教育研究 

組織の名称 

 

理学部（第１年次:230 第３年次:10） 

大学院理学研究科（Ｍ:132 Ｄ:63） 

大学院先端物質科学研究科（Ｍ:64 Ｄ:30） 

放射光科学研究センター 
  
沿     革 

 

 

昭和４（1929）年 広島文理科大学設置 

昭和24（1949）年 新制広島大学理学部設置 

昭和28（1953）年 大学院理学研究科修士課程・博士課程設置 

平成８（1996）年 放射光科学研究センター設置 

平成10（1998）年 大学院先端物質科学研究科設置 

平成11（1999）年 大学院理学研究科の重点化 

平成14（2002）年 放射光科学研究センター新設 

平成22（2010）年 放射光科学研究センターが共同利用・共同研究拠点に

認定 
 

設 置 目 的 等 

   

 

昭和4年、広島大学理学部・理学研究科の母体の一つである広島文

理科大学は、広島県の強い要望により文科・理科を置く官立大学とし

て設置された。 

昭和24年、新制広島大学は、官立の総合大学として設置され、理学

部は5学科26講座で発足した。 

 昭和28年、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究めて文

化の進展に寄与することを目的として、大学院理学研究科修士課程・

博士課程が設置された。 

平成8年、真空紫外線・軟Ｘ線域での放射光利用研究の推進と人材

育成を目的として、放射光科学研究センターが設置された（学内共同

教育研究施設：10年時限）。 

 平成10年、先見性に富む諸研究を遂行するとともに、学際的かつ総

合的な教育を行い、新たな視点から問題の本質に立ち向かうことので

きる高度な専門技術者と創造的な若手研究者を育成することを目的

として、大学院先端物質科学研究科が設置された。 

平成11年～12年、高度化、学際化した世界的水準の学術研究の推進

と、先端的かつ幅広い視野を有する高度の人材育成を目的として、大

学院理学研究科の重点化が行われた。 

平成14年、国内外の研究者等に開かれた施設として、放射光科学研

究センター（全国共同利用施設）が新設され、平成22年に共同利用・



- 2 -

共同研究拠点（拠点名：放射光物質物理学研究拠点）として認定され

た。 
 
 強みや特色、        

 社会的な役割        

 

 

広島大学は自然界にはたらく普遍的な法則や基本原理の解明に向

けて基礎科学の教育研究の推進をはかり、未来を開拓する新たな知を

創造し発展させ継承することを使命とし、地域や社会の更なる発展に

寄与することを目指して教育、研究、社会貢献に取り組んできており、

以下の強みや特色、社会的な役割を有している。 

 

○ 理学の教育研究を先導する大学の一つとして、大学院では基礎科

学における独創的で多様な教育研究活動を発展させ、基礎科学をは

じめとする諸分野で主導的役割を担う人間性豊かな人材を育成す

る。大学院前期課程では、科学のフロンティア開拓を目指す研究者

及び高度の専門的知識と応用力を身につけた技術者を育成する役

割を充実するとともに、大学院後期課程では、研究の第一線で創造

的研究を推進し国際的に活躍する研究者及び先進的な科学技術を

中心となって開発する技術者を育成する役割を果たす。 

 

○ 学士課程教育の質保証を目指して全学で整備してきた到達目標

型教育プログラムや分野を超えて基礎科学の素養を習得させる理

数学生応援プログラムによる特色ある教育改革の実績及び大学院

での英語による教育研究活動や国際交流の実績を生かし、より一層

の教育の国際化を進めグローバルに活躍できる理学系人材を育成

する学部・大学院教育を目指して不断の改善・充実を図る。 

 

○ 超伝導や磁性の分野を中心とする物性物理学及び宇宙高エネル

ギー現象や素粒子物理現象を研究対象とする宇宙・素粒子物理学の

研究実績を生かし、数学、物理学、化学、生物学、地球惑星システ

ム学及びこれらの融合分野における基礎科学の多様な先端的・創造

的研究を重視するなかで、世界トップクラスの研究を推進する。 

 

○ 放射光を用いた物性物理学については、卓越した先導的研究の成

果を生かし、国内外の研究者との共同研究を一層推進する。 

 

○ 学協会運営、審議会及び国際会議等への参画、日本生物学オリン

ピック本選や中・高校生科学シンポジウムの開催、広島県科学オリ

ンピックやスーパーサイエンスハイスクール事業等の高大連携活

動、広島県をはじめとする地域の小・中・高校生の理数教育振興な

ど、広く社会に貢献してきた実績を生かし、学術の進展や地域の知

識社会化の推進に寄与する。 
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○ 大学院における社会人学び直しの機能強化を図るとともに、産学

連携研究における研究手法・先端計測技術等の応用実績を生かし、

地域をはじめとする産業界の高度化・活性化に貢献する。 

 


